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 歯牙ならび歯周絽織における粘着性糖蛋白である Fibronect沁 (FN) の存在と, その生物学的
 意義を明らかにするため, ヒトおよびマウス血漿より FN を分離精製し, さらに F無 に対する特
 異抗体を精製した。 FN の分離精製は, 変性コラーゲンに鰐する FN の特異的結合を利組した。
 この方法で得られる FN 量は, ヒ ト, マウス血漿か ら約95%の回収率で分離することができた。
 この分離精製 した FN は, SDS・ポリアクリルアマイ ド電気泳動で飽の血漿成分の混在が殆んど
 認められず, 分子量210, 000～250, 000の単純成分として検出された。 分離緒製 F賛 には, 種々培
 養線維芽細胞を無血溝培地下でプラスチックシャー レに吸着させる濤性が確認された。 これ らの
 綴胞は, 餌 を4℃で被服したプラスチックシャーレに吸着 し, ウシ血清アルブミ ン添加無血清
 培地中で, 血清添加培地中と全く同様に分裂増残した。 FN はこれらの細胞にウシ血清ア ルブミ
 ソ中に含褻れる増植因子に 反応して増殖できるような機能的吸着をもた らすものと思わ れる。 ま
 た, FN は, マウス血中単球や腹腔マクPファージをプラスチック面に吸着させる機能のあるこ
 とも示された。 その吸着 はMg升 依存性であり, EDTAによって抑 調された。 この FN を介し
 ての吸着は単球一マク四ファージの分化過程に密接に関連していることが示唆された。 骨髄中に
 ある単球前駆細胞には吸養性が認められず, 単球になって出現 し, 成熟 したマクロファージに強く・
 さらに, 種々の刺激で活性化されたマク揖ファージにはより強い吸養性が認められた。 線維芽細
 胞やマク獄ファージの FN 被服シャー レヘの吸着はFNに対する細胞膜上の受容体 (レセプタ 一)
 を介した 瓢9甘 依存性の吸着によるものと思われる。 次いで, このFN に封ずるウサギ抗体を精
 製した。 抗ヒ ト, マウス FN ウサギ抗体は, いずれもそれぞれの血漿中の FN にのみ反応し・
 免疫電気泳動的に特異的であることが示された。 抗ヒト FN 抗体により, 種々の疾患愚老や対照
 健康人血漿中の FN 量を定量することができた。 本抗体に FITC をラベルした螢光抗体により
 種々の組織, 培養細胞 の FN を特異的に検串でぎた。 さらに, 単球前駆細胞は全く FN は認め
 られないが, これが吸蒼し, 分化増殖が始まると細胞質内に FN を産生するようになり, 典型的
 なマク・フ ァージヘと分化すると多量のFNが産生されるこ とか らマクPファージと FN 産生 との
 密接な関連が示唆された。 マウス歯牙, 歯周組織において, FN は, 歯肉, 歯根膜, 歯槽骨, 歯
 髄内に広く検出された。 歯肉では上皮は染色されず固有閣に認められた。 歯根膜における FN は
 幼若マ ウスより老齢マウスに著しく, とくにセメント質面は極めて強い帯状の螢光として認 め ら
 れた。 この歯根膜における FN の周齢による差は, 老化にともなって弱った歯根膜を補うのに多




 ファイ ブロネクチソ (以下 FN) は脊椎動物に広く存在する高分子融蒼性蛋白質であり, f江漿中
 に存表する血漿性 FN と線維芽細胞などの表屡や細胞質周翻にマ トリックスを形成 している細 胞
 性 FN とから成る。 生理的に血液凝固, 創傷治癒, 組織障害破砕物の線表などの働ぎをするとと
 もに, 結合組織や骨の形成にも関与する。 さらに, 細胞の伸展, 結合, 増殖, 分化などにも関与
 する細胞生物学的に重要な蛋白成分でもある。 この FN は種々の生体組織に存在し, 歯芽, 歯周
 組織における重要性も示唆されているが, ほとんど砺究が進んでいない。 その理由の}つ は,
 FN を精度よく分離精製し, 特異性の高い抗体を得ることが必ずしも容易でないことにある。
 以上の背景下に本研究は蜜ず, ヒト慮漿から FN を精度よく分離する精製法の研 究に 着 手 し
 た。 その結果, ゼラチンをカヅプルしたセブァP一ス嵯Bクロマトを改良し, 極めて定量的に高
 純度の FN を精製分離できた。 この方法によって, マウス, ウサギなどの動物壷漿か らも高純度
 の FN を分離でぎるようになり, FN の生物活性や抗原特異性の研究を行うことを可能とした。
 次いで, ヒ ト, マウス FN をウサギに免疫して特異性の高い抗体を得, これに螢光色素 斑TC
 をラベルした。 二の FITC 標識ヒ ト, マウス F蟹 抗体は FN の組織分布などを正確に同定する
 ことに極めて重要な武器となっている。 得られた FN について, その生物法性, とくに, 組織培
 養線維芽細胞やマクロファージのプラスチックヘの粘着活性を明瞭に示し, また, 線維芽細胞の
 増殖に FN が必須の補助作用 をするという極めて重要 な発見も行った。 このように, FN が十分
 な生物活性を保有したまま分離精製でぎる こ とを示した。
 分離 FN に対 して作 られた抗体も特異性高く, これによって線維芽細胞やでク Pファrジの
 FN の1司定を直接蛍光抗体法によって確かめた。
 以上のごとく して作製したマウス FN に璽する FiTC 標識特異抗体々利用することによっ
 て, 本研究は最終目的であるマウス歯芽, 歯周組織における FN の存在を蛍光抗体法によって追
 究した。 その結果, マウス歯芽においては, 歯髄に FN 保有細胞が分布していること, 歯槽骨に
 おいても散在性に FN 保有細胞の1存在すること, また, 歯根膜に.おける FN 分布をも明 らかに
 した。 FN はセメント質との境面に帯状に強く局在していることを見掛した。
 以上のごとく, 本研究は FN の歯芽, 歯周組織における生物学的意義を研究するための基礎的
 条件を設定した。 また, ここで得られた歯芽, 歯周組織における FN の分布は, これらの組織の
 構成, 機能に FN が重要な役割を果していることを示唆する貴重な成績であり, 今後の歯学:研究
 に寄与するところが大きい。 よって, 歯学博士の学位を授与 し得るものと判定す る。
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